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ｂＰＳ演習㉛㉜ 発表原稿づくり 

☆２学期期末考査後の時間割でクラス発表会 

目指せ！！クラス代表、学年ベストプレゼンター！！ 

 

☆原稿を書く（例を参照） 

・1枚のスライドに対し、２００字が目安 

・スライドとスライドをつなげる接続詞を意識 

・資料や画像を見せる時間をメモ 

・各スライドにかける時間もメモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに原稿を入力していきます 
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スライド原稿の書き方例 
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1年10組武生太郎です。 

課題研究のタイトルは、 

「ダンゴムシはどのようなメカニズムによって交替性転向反応を示すの

か？」です。 

多くの人にとって大変身近な生き物であるダンゴムシですが、 

ある条件を与えると大変不思議な行動が観察されます。 

固い殻をもち、頭部には2対の触角と腹部に7対の歩脚をもつ、どこにで

もいる身近な生き物にいったい、どのような不思議があるのでしょうか。 
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それは、このように連続するＴ字路の迷路をダンゴムシに歩かせると、左

右交互に曲がって進むという行動です。（図を示す：10秒） 

これは「交替性転向反応」と呼ばれており、1950年ころから研究が行わ

れ、ダンゴムシ以外でも、微生物から昆虫に至るまで多くの無脊椎動物で

この交替性転向反応が観察されています。 

しかし、この行動を統一的に説明する仮説は未だ示されてはいません。 

そこで、今回、ダンゴムシを用いて、この交替性転向反応がどのようなメ

カニズムによって生じるのかについて調べることにしました。 
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では、結果です。 

まず、図中の①のように、ダンゴムシは壁があると壁に沿って歩行するこ

とが分かりました。（図で示す：10秒） 

そして、①のように、右側体側を壁に沿わせて歩行し、②で壁がなくなる

とやや右方向へ進路をそらすため、③ではダンゴムシの左前が壁にぶつ

かりそのまま左体側を壁に沿わせて進行する。（図で示す：10秒） 

これを繰り返すことによって、図のような連続するＴ字路では、左右交互

に進行方向を変えながら進む「交替性転向反応」を示すことになります。 
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これらの観察から、私は、これまで考えられてきた主要な仮説とは異なる

「壁伝い逃避行動」仮説を立て、その検証を試みます。 

まず、ダンゴムシが通常生息している落ち葉や石の下などでは、活発に

動き回ることはあまりありません。 

しかし、そこから取り出し、平坦な机上に置くと、急激に、かつ直線的に歩

行する行動が見られます。 

これは、一種の逃避行動とみることができます。 
 

また、壁など障害物が存在すると、それに沿って歩行し、壁などがなくな

ると壁側に幾分進行方向を変えてその後は直線的に歩行することが観察

されました。 
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以上をまとめると、 

ダンゴムシの交替性転向反応は、 

①科別代に歩行する習性と 

②直線的な逃避行動 

の結果生じると説明することが可能になります。 
 

では、体の両体側が壁に沿うような細い通路の連続するＴ字路ではどう

でしょうか。 

現在、その場合でも交替性転向反応が観察されました。 
 

このことは、単純に壁伝いによる進行方向の左右交互の変換では説明で

きません。 

よって、今後、左右に進行方向を転換するための他の何らかの要因を突

き止めたいと考えています。 

以上で、発表を終わります。 
 

 

 

 


